
三
一
九

第
十
四
章　

調
査
会　
　

（
三
二
〇
）

第
十
四
章　

調
査
会

三
二
〇　

調
査
会
は
、
議
院
の
議
決
に
よ
り
設
置
し
、
調
査
会
の
名
称
、
調
査

事
項
及
び
委
員
の
数
は
、
そ
の
設
置
の
議
決
で
定
め
る

調
査
会
は
、
国
政
の
基
本
的
事
項
に
関
し
、
長
期
的
か
つ
総
合
的
な
調
査
を
行
う
た
め
、
議
院
の
議
決
に
よ
り
設
置
し
、

調
査
会
の
名
称
、
調
査
事
項
及
び
委
員
の
数
は
、
そ
の
設
置
の
際
の
議
決
で
定
め
る
。

○
調
査
会
の
設
置
及
び
運
営
基
準
に
関
す
る
議
院
運
営
委
員
会
決
定

第
百
四
回
国
会
議
院
運
営
委
員
会
（
昭
和
六
十
一
年
五
月
二
十
二
日
）

当
面
設
置
す
る
調
査
会
の
数
は
三
と
す
る
。

調
査
会
は
、
国
政
の
基
本
的
事
項
に
つ
い
て
、
そ
の
対
策
樹
立
に
資
す
る
た
め
、
専
ら
長
期
的
、
総
合
的
調
査
を
行
う

も
の
と
す
る
。

調
査
会
の
種
類
は
、
通
常
選
挙
ご
と
に
見
直
す
も
の
と
す
る
。

参
照　

三
号
、
四
号
、
七
号
、
諸
表
四

国
第
五
四
条

　
の
二



三
二
〇

三
二
一　

調
査
会
の
存
続
期
間

調
査
会
は
、
通
常
選
挙
の
後
最
初
に
召
集
さ
れ
る
国
会
に
お
い
て
設
置
し
、
議
員
の
半
数
の
任
期
満
了
の
日
ま
で
存
続

す
る
。

参
照　

五
号

三
二
二　

調
査
会
委
員
は
、
各
会
派
の
所
属
議
員
数
の
比
率
に
よ
り
各
会
派
に

割
り
当
て
、
議
院
の
会
議
に
お
い
て
選
任
す
る

調
査
会
の
委
員
は
、
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
に
お
い
て
、
調
査
会
設
置
当
日
の
各
会
派
所
属
議
員
数
の
比
率
に
よ
り

各
会
派
に
割
り
当
て
、
各
会
派
の
申
出
に
基
づ
き
、
議
院
の
会
議
に
お
い
て
選
任
す
る
。

参
照　

九
号
、
一
〇
号
、
一
二
号

国
第
五
四
条

　
の
二

規
第
八
〇
条

　
の
二

国
第
五
四
条

　
の
三



三
二
一

第
十
四
章　

調
査
会　
　

（
三
二
一
―
三
二
四
）

三
二
三　

調
査
会
長
は
、
調
査
会
の
議
事
を
整
理
し
、
秩
序
を
保
持
す
る
と
と

も
に
調
査
会
を
代
表
す
る

調
査
会
長
は
、
調
査
会
の
議
事
を
整
理
し
、
秩
序
を
保
持
す
る
と
と
も
に
調
査
会
を
代
表
す
る
。

参
照　

一
三
号

三
二
四　

調
査
会
長
は
、
調
査
会
に
お
い
て
そ
の
委
員
が
互
選
す
る 

調
査
会
長
の
互
選
は
、
調
査
会
設
置
の
当
日
に
行
う
の
を
例
と
す
る

調
査
会
長
は
、
調
査
会
に
お
い
て
そ
の
委
員
が
互
選
す
る
。

調
査
会
長
の
互
選
は
、
調
査
会
設
置
の
当
日
に
行
う
の
を
例
と
す
る
。

○
調
査
会
の
設
置
及
び
運
営
基
準
に
関
す
る
議
院
運
営
委
員
会
決
定

第
百
四
回
国
会
議
院
運
営
委
員
会
（
昭
和
六
十
一
年
五
月
二
十
二
日
）

調
査
会
長
の
在
任
期
間
に
つ
い
て
は
、
調
査
会
の
性
格
を
十
分
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
常
任
委
員
長
、
特
別

委
員
長
と
同
格
と
す
る
。

国
第
五
四
条

　
の
四

（
国
第
四
八
条
）

国
第
五
四
条

　
の
三



三
二
二

参
照　

一
六
号
―
二
一
号
、
三
一
号
、
諸
表
四

三
二
五　

調
査
会
長
の
辞
任
は
、
調
査
会
が
許
可
す
る

調
査
会
長
が
辞
任
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
文
書
で
理
事
に
そ
の
旨
を
申
し
出
、
理
事
は
調
査
会
に
諮
っ
て
こ
れ
を
許

可
す
る
。

参
照　

二
二
号
、
二
五
号
、
三
二
六
号

三
二
六　

調
査
会
長
の
辞
任
を
許
可
し
た
と
き
は
、
引
き
続
き
そ
の
補
欠
選
任

を
行
う
の
を
例
と
す
る

調
査
会
に
お
い
て
、
調
査
会
長
の
辞
任
を
許
可
し
た
と
き
は
、
当
日
の
調
査
会
に
お
い
て
引
き
続
き
そ
の
補
欠
選
任
を

行
う
の
を
例
と
す
る
。

参
照　

二
三
号
、
三
二
四
号
、
三
二
五
号

規
第
八
〇
条

　
の
八

（
規
第
八
〇
条
）



三
二
三

第
十
四
章　

調
査
会　
　

（
三
二
五
―
三
二
七
）

三
二
七　

調
査
会
の
理
事
は
、
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
に
お
い
て
定
め
た
理

事
の
数
及
び
各
会
派
に
対
す
る
割
当
て
に
基
づ
き
、
調
査
会
に
お
い

て
選
任
す
る
の
を
例
と
す
る

調
査
会
の
理
事
は
、
あ
ら
か
じ
め
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
に
お
い
て
定
め
た
理
事
の
数
及
び
各
会
派
に
対
す
る
割
当

て
に
基
づ
き
、
調
査
会
に
お
い
て
選
任
す
る
の
を
例
と
す
る
。

○
調
査
会
の
理
事
の
選
任
基
準
に
関
す
る
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
決
定

第
百
四
回
国
会
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
（
昭
和
六
十
一
年
五
月
二
十
二
日
）

調
査
会
の
理
事
は
、
院
内
交
渉
会
派
に
対
し
て
は
少
な
く
と
も
一
人
を
割
り
当
て
る
も
の
と
す
る
。

参
照　

二
七
号
―
三
五
号

規
第
八
〇
条

　
の
八

（
規
第
三
一
条
）



三
二
四

三
二
八　

調
査
事
項
の
調
査
の
方
法

調
査
会
が
調
査
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
理
事
会
に
お
い
て
具
体
的
な
調
査
項
目
を
選
定
し
、
関
係
政
府
当
局
か
ら
説

明
を
聴
き
、
必
要
に
応
じ
公
聴
会
を
開
催
し
、
参
考
人
か
ら
意
見
を
聴
き
、
質
疑
を
行
い
、
内
閣
、
官
公
署
そ
の
他
に

対
し
報
告
又
は
記
録
の
提
出
を
求
め
、
委
員
相
互
間
の
自
由
討
議
を
行
い
、
委
員
を
派
遣
す
る
等
の
方
法
に
よ
り
調
査

す
る
の
を
例
と
す
る
。

○
調
査
会
の
設
置
及
び
運
営
基
準
に
関
す
る
議
院
運
営
委
員
会
決
定

第
百
四
回
国
会
議
院
運
営
委
員
会
（
昭
和
六
十
一
年
五
月
二
十
二
日
）

具
体
的
な
調
査
項
目
の
選
定
は
、
当
該
理
事
会
の
協
議
に
よ
る
。

調
査
に
当
た
っ
て
は
、
公
聴
会
の
開
催
、
参
考
人
か
ら
の
意
見
聴
取
、
委
員
派
遣
に
よ
る
現
地
調
査
及
び
委
員
相
互
間

の
自
由
討
議
を
積
極
的
に
行
い
、
小
委
員
会
制
度
を
活
用
す
る
。

な
お
、
政
府
側
の
出
席
は
、
必
要
に
応
じ
て
求
め
る
も
の
と
す
る
。

調
査
会
は
、
継
続
調
査
の
議
決
を
経
た
上
で
閉
会
中
も
活
動
す
る
も
の
と
す
る
。

参
照　

一
一
七
号

国
第
五
四
条

　
の
四

⎛

国
第
五
一
条⎞

⎜

　
第
一
〇
四
条⎜

⎜

　
第
一
〇
四
条⎜

⎜

　
の
二
　
　⎜

⎜

　
第
一
〇
四
条⎜

⎜

　
の
三
　
　⎜

⎝

　
第
一
〇
五
条⎠

規
第
八
〇
条

　
の
三

　
第
八
〇
条

　
の
八

⎛

規
第
一
八
〇
条⎞

⎜

　
の
二
　
　⎜

⎝

　
第
一
八
六
条⎠



三
二
五

第
十
四
章　

調
査
会　
　

（
三
二
八
―
三
三
〇
）

三
二
九　

調
査
会
は
、
調
査
事
項
の
調
査
等
の
た
め
、
必
要
に
応
じ
、
調
査
会

長
の
発
議
又
は
委
員
の
動
議
に
よ
り
小
委
員
会
を
設
け
る

小
委
員
会
は
、
調
査
会
が
調
査
事
項
の
調
査
等
の
た
め
、
必
要
に
応
じ
、
調
査
会
長
の
発
議
又
は
委
員
の
動
議
に
よ
り

こ
れ
を
設
け
る
。

参
照　

一
九
九
号
―
二
一
九
号

三
三
〇　

調
査
会
に
お
い
て
公
聴
会
を
開
く
こ
と
を
決
定
し
た
と
き
は
、
公
聴

会
開
会
承
認
要
求
書
を
議
長
に
提
出
す
る

調
査
会
が
調
査
事
項
の
調
査
の
た
め
公
聴
会
を
開
く
こ
と
を
決
定
し
た
と
き
は
、
調
査
会
長
は
、
調
査
事
項
、
問
題
及

び
開
会
の
日
を
記
載
し
た
公
聴
会
開
会
承
認
要
求
書
を
作
成
し
、
こ
れ
を
議
長
に
提
出
し
て
そ
の
承
認
を
求
め
る
。

参
照　

二
二
〇
号
―
二
二
七
号
、
諸
表
一
八

規
第
八
〇
条

　
の
八

（
規
第
三
五
条
）

国
第
五
四
条

　
の
四

（
国
第
五
一
条
）

規
第
八
〇
条

　
の
三

（
規
第
六
二
条
）



三
二
六

三
三
一　

調
査
会
は
、
委
員
会
又
は
他
の
調
査
会
と
協
議
し
て
連
合
審
査
会
を

開
く
こ
と
が
で
き
る

調
査
会
は
、
委
員
会
又
は
他
の
調
査
会
と
協
議
し
て
連
合
審
査
会
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
定
め
で
あ
る
。

参
照　

二
二
九
号
―
二
四
三
号
、
二
四
五
号
、
二
四
六
号

三
三
二　

国
務
大
臣
等
の
出
席
要
求
は
、
調
査
会
長
か
ら
直
接
こ
れ
を
行
う
の

を
例
と
す
る

内
閣
総
理
大
臣
そ
の
他
の
国
務
大
臣
並
び
に
内
閣
官
房
副
長
官
、
副
大
臣
及
び
大
臣
政
務
官
並
び
に
政
府
特
別
補
佐
人

の
出
席
要
求
は
、
成
規
の
手
続
を
省
略
し
て
、
調
査
会
長
か
ら
直
接
こ
れ
を
行
う
の
を
例
と
す
る
。

参
照　

二
四
七
号
―
二
四
九
号
、
二
五
一
号

規
第
八
〇
条

　
の
八

（
規
第
三
六
条
）

国
第
五
四
条

　
の
四

⎛

国
第
七
一
条⎞

⎝

　
第
七
二
条⎠



三
二
七

第
十
四
章　

調
査
会　
　

（
三
三
一
―
三
三
四
）

三
三
三　

政
府
参
考
人
の
出
席
要
求
は
、
調
査
会
に
お
い
て
議
決
し
、
調
査
会

長
か
ら
こ
れ
を
行
う

調
査
会
は
、
行
政
に
関
す
る
細
目
的
又
は
技
術
的
事
項
に
つ
い
て
調
査
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
政
府
参
考
人
の
出
席
を
求
め
、
そ
の
説
明
を
聴
く
。

政
府
参
考
人
の
出
席
要
求
は
、
調
査
会
に
お
い
て
議
決
し
、
調
査
会
長
か
ら
こ
れ
を
行
う
。

参
照　

二
五
〇
号

三
三
四　

参
考
人
の
出
席
を
求
め
る
に
は
、
参
考
人
出
席
要
求
書
を
議
長
に
提

出
す
る

調
査
の
た
め
参
考
人
の
出
席
を
求
め
る
に
は
、
調
査
会
に
お
い
て
、
参
考
人
の
氏
名
、
意
見
を
求
め
る
事
項
及
び
出
席

を
求
め
る
日
時
を
決
定
し
、
調
査
会
長
か
ら
こ
れ
ら
を
記
載
し
た
参
考
人
出
席
要
求
書
を
議
長
に
提
出
し
、
議
長
は
文

書
を
も
っ
て
参
考
人
に
出
席
を
求
め
る
。

な
お
、
国
が
資
本
金
の
二
分
の
一
以
上
を
出
資
し
て
い
る
法
人
及
び
議
院
に
出
頭
す
る
証
人
等
の
旅
費
及
び
日
当
に
関

規
第
八
〇
条

　
の
八

⎛

規
第
四
二
条⎞

⎝

　
の
三
　
　⎠

規
第
八
〇
条

　
の
八

（
規
第
一
八
六
条
）



三
二
八

す
る
法
律
第
一
条
た
だ
し
書
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
両
議
院
の
議
長
が
協
議
し
て
定
め
る
法
人
（
地
方
公
共
団
体
を

除
く
。）
の
役
職
員
を
参
考
人
と
し
て
出
席
を
求
め
る
に
は
、
調
査
会
に
お
い
て
そ
の
旨
の
決
定
を
行
い
、
議
長
を
経

ず
に
調
査
会
長
か
ら
直
接
こ
れ
を
行
う
の
を
例
と
す
る
。

参
照　

二
七
三
号
―
二
七
七
号

三
三
五　

委
員
を
派
遣
す
る
に
は
、
委
員
派
遣
承
認
要
求
書
を
議
長
に
提
出
す

る

調
査
会
は
、
議
長
の
承
認
を
得
て
、
調
査
の
た
め
委
員
を
派
遣
す
る
こ
と
が
で
き
る
定
め
で
あ
る
。

委
員
を
派
遣
す
る
に
は
、
調
査
会
に
お
い
て
派
遣
の
目
的
を
定
め
委
員
を
派
遣
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
後
、
派
遣
委
員
、

派
遣
地
及
び
派
遣
期
間
の
決
定
を
調
査
会
長
に
一
任
す
る
の
を
例
と
す
る
。

調
査
会
長
は
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
委
員
派
遣
承
認
要
求
書
を
作
成
し
、
こ
れ
を
議
長
に
提
出
す
る
。

議
長
の
承
認
を
得
た
後
、
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
委
員
派
遣
変
更
承
認
要
求
書
を
議
長
に
提
出
す
る
。

参
照　

二
七
八
号
、
二
七
九
号
、
二
八
一
号

規
第
八
〇
条

　
の
八

⎛

規
第
一
八
〇
条⎞

⎝

　
の
二
　
　⎠



三
二
九

第
十
四
章　

調
査
会　
　

（
三
三
五
―
三
三
七
）

三
三
六　

報
告
又
は
記
録
の
提
出
要
求
に
関
す
る
例

調
査
会
が
、
調
査
の
た
め
、
内
閣
、
官
公
署
（
地
方
公
共
団
体
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）
に
対
し
報
告
又
は
記
録
の
提

出
を
求
め
る
に
は
、
理
事
会
の
決
定
に
よ
り
要
求
す
る
場
合
又
は
調
査
会
に
お
い
て
委
員
の
要
求
が
あ
り
こ
れ
に
別
段

異
議
も
な
い
場
合
に
は
、
成
規
の
手
続
を
省
略
し
て
、
調
査
会
長
か
ら
直
接
こ
れ
を
行
う
の
を
例
と
す
る
。

（
注
）
国
が
資
本
金
の
二
分
の
一
以
上
を
出
資
し
て
い
る
法
人
及
び
議
院
に
出
頭
す
る
証
人
等
の
旅
費
及
び
日
当
に
関
す
る
法
律
第
一

条
た
だ
し
書
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
両
議
院
の
議
長
が
協
議
し
て
定
め
る
法
人
（
地
方
公
共
団
体
を
除
く
。）
に
対
す
る
報
告

又
は
記
録
の
提
出
要
求
に
つ
い
て
は
、
内
閣
、
官
公
署
に
準
ず
る
取
扱
い
で
あ
る
。

参
照　

二
八
二
号
、
三
二
八
号

三
三
七　

調
査
会
は
、
法
律
案
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る

調
査
会
は
、
そ
の
調
査
事
項
に
関
し
、
法
律
案
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

参
照　

五
八
号
、
五
九
号
、
一
五
二
号
、
一
五
三
号
、
諸
表
六

国
第
五
四
条

　
の
四

（
国
第
一
〇
四
条
）

規
第
八
〇
条

　
の
八

（
規
第
一
八
一
条
）

国
第
五
四
条

　
の
四

⎛

国
第
五
〇
条⎞

⎜

　
の
二
　
　⎜

⎜

　
第
五
七
条⎜

⎝

　
の
三
　
　⎠

規
第
八
〇
条

　
の
八

（
規
第
五
〇
条
）



三
三
〇

三
三
八　

調
査
会
は
、
調
査
事
項
に
関
し
、
法
律
案
の
委
員
会
提
出
を
勧
告
す

る
と
き
は
、
勧
告
の
趣
旨
及
び
内
容
を
記
載
し
た
文
書
を
議
長
に
提

出
す
る

調
査
会
は
、
調
査
事
項
に
関
し
、
法
律
案
の
委
員
会
提
出
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
勧
告
に
当
た
っ
て
は
、
調

査
会
長
は
、
勧
告
の
趣
旨
及
び
内
容
を
記
載
し
た
文
書
を
議
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
定
め
で
あ
る
。

参
照　

一
六
七
号

三
三
九　

調
査
会
は
、
調
査
事
項
に
つ
い
て
、
調
査
の
経
過
及
び
結
果
を
記
載

し
た
報
告
書
を
議
長
に
提
出
す
る

調
査
会
は
、
調
査
事
項
に
つ
い
て
、
調
査
の
経
過
及
び
結
果
を
記
載
し
た
報
告
書
を
作
成
し
、
調
査
会
長
か
ら
議
長
に

提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

な
お
、
調
査
会
は
、
毎
年
、
調
査
に
関
す
る
中
間
報
告
書
を
作
成
し
、
調
査
会
長
か
ら
議
長
に
提
出
す
る
の
を
例
と
す

る
。

規
第
八
〇
条

　
の
六

規
第
八
〇
条

　
の
四



三
三
一

第
十
四
章　

調
査
会　
　

（
三
三
八
―
三
四
〇
）

○
調
査
会
の
設
置
及
び
運
営
基
準
に
関
す
る
議
院
運
営
委
員
会
決
定

第
百
四
回
国
会
議
院
運
営
委
員
会
（
昭
和
六
十
一
年
五
月
二
十
二
日
）

調
査
会
は
、
毎
年
、
調
査
に
関
す
る
中
間
報
告
書
を
議
長
に
提
出
し
、
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

第
百
四
回
国
会
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
（
昭
和
六
十
一
年
五
月
二
十
二
日
）

調
査
会
に
お
け
る
報
告
書
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
各
会
派
の
合
意
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
各
会
派
の
意
見
が
一
致
し

な
い
と
き
は
、
併
記
す
る
も
の
と
す
る
。

参
照　

二
八
八
号
―
二
九
一
号
、
諸
表
二
一

三
四
〇　

調
査
会
長
は
、
調
査
の
経
過
及
び
結
果
を
議
院
に
報
告
す
る
と
き
は
、

文
書
を
も
っ
て
議
長
に
申
し
出
る

調
査
会
長
は
、
調
査
の
経
過
及
び
結
果
を
議
院
に
報
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
定
め
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
調
査
会
長
は
、

文
書
を
も
っ
て
議
長
に
申
し
出
る
。

参
照　

二
九
四
号
、
諸
表
二
一

規
第
八
〇
条

　
の
五



三
三
二

三
四
一　

調
査
会
の
運
営
は
、
法
律
及
び
規
則
の
定
め
に
よ
る
ほ
か
、
委
員
会

の
例
に
よ
る

調
査
会
の
運
営
は
、
法
律
及
び
規
則
の
定
め
に
よ
る
ほ
か
、
委
員
会
の
運
営
に
準
ず
る
の
を
例
と
す
る
。

国
第
五
四
条

　
の
四

規
第
八
〇
条

　
の
三

　
第
八
〇
条

　
の
四

　
第
八
〇
条

　
の
五

　
第
八
〇
条

　
の
八


